
池
田
文
書
に
つ
い
て

我
だ
が
「
池
田
文
書
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
東
京
大
学
医
学
部
初
代

綜
理
池
田
謙
斎
の
子
孫
に
あ
た
る
、
池
田
允
彦
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
約
四

千
通
の
文
書
類
で
あ
る
。
東
大
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
幕
府
医
学
所
関
係
文

書
、
お
よ
び
そ
の
関
係
者
か
ら
の
書
簡
、
な
ら
び
に
池
田
謙
斎
宛
の
書
簡
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
去
る
昭
和
六
十
一
年
七
月
以
来
、
我
々
「
池

田
文
書
研
究
会
」
の
メ
当
ハ
ー
の
手
に
よ
っ
て
、
整
理
、
分
類
の
手
が
加
え

ら
れ
、
ま
だ
目
録
の
作
成
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
整
理
が
完
了

し
て
い
る
。

「
池
田
文
書
」
は
辞
令
、
指
示
書
な
ど
の
公
的
文
書
、
備
忘
録
な
ど
の
私

的
文
書
の
他
は
大
部
分
が
書
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
受
信
者
に
よ
っ
て
こ
れ
を

大
別
す
る
と
、
そ
の
一
は
謙
斎
の
養
父
で
あ
り
、
お
玉
が
池
種
痘
所
の
設
立

に
深
く
関
わ
っ
た
池
田
多
仲
関
係
文
書
で
あ
り
、
他
は
池
田
謙
斎
関
係
文
書

で
あ
る
。

謙
斎
関
係
の
文
書
は
謙
斎
の
経
歴
か
ら
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
一
は
東
京
大
学
綜
理
加
藤
弘
之
、
浜
尾
新
な
ど
大
学
中
枢
部
の
入

党
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。
第
二
に
分
類
す
べ
き
も
の
は
、
陸
軍
軍
医
部
に
籍

を
お
く
緒
方
惟
準
、
石
黒
忠
恵
、
林
紀
、
松
本
順
な
ど
か
ら
の
書
簡
で
あ

池
田
文
書
の
研
究
（
一
）

池
田
文
書
研
究
会

る
。
さ
ら
に
第
三
は
宮
内
省
侍
医
と
し
て
交
際
の
あ
っ
た
各
宮
家
の
人
々
、

伊
東
方
成
、
高
階
経
徳
、
竹
内
正
信
な
ど
同
僚
の
侍
医
、
伊
藤
博
文
や
井
上

馨
を
は
じ
め
と
す
る
華
族
や
高
級
官
僚
、
橋
本
綱
常
や
佐
々
木
東
洋
な
ど
の

医
師
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
郷
里
新
潟
の
竹
山
一
族
、
入
沢
一
族
や
、
謙
斎
の
母
久
の
郷
里

で
あ
る
鹿
児
島
の
人
狗
か
ら
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
は
池
田
家

の
家
計
簿
や
領
収
書
な
ど
池
田
家
の
財
政
面
の
動
き
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料

が
あ
る
。

医
学
所
お
よ
び
大
学
関
係
の
こ
れ
ま
で
の
資
料
は
、
主
と
し
て
公
文
書
関

係
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
き
た
が
、
池
田
文
書
に
あ
る
こ
れ
ら
の
文
書
は
、

東
京
大
学
発
足
時
の
歴
史
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
規
則
が
運
用
さ
れ

る
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

陸
軍
軍
医
部
関
係
の
文
言
は
軍
医
制
度
確
立
期
の
も
の
で
あ
る
。
戦
後
は

む
し
ろ
顧
承
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
軍
医
制
度
は
、
医
育
制
度
の
翠
な

ら
ず
、
公
衆
衛
生
活
動
、
医
学
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
実
を

見
な
お
す
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
そ
れ
に
役
立
つ
資
料
で
あ
る
．

宮
内
省
侍
医
局
関
係
の
資
料
は
、
大
正
天
皇
の
誕
生
、
生
育
に
関
す
る
書

簡
な
ど
、
社
会
的
に
話
題
に
富
む
資
料
が
多
い
。
ド
イ
ツ
に
遊
学
し
た
池
田

謙
斎
が
重
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
西
洋
医
学
が
漢
方
医
学
の
優
位
に
た
っ

た
時
代
を
物
語
る
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

本
文
書
は
医
学
史
の
分
野
の
象
な
ら
ず
、
政
治
史
や
宮
廷
史
の
分
野
に
深

い
関
係
を
も
つ
貴
重
な
史
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
判
読
や
翻
字
作
業
が
終

了
し
た
文
書
に
つ
い
て
順
次
本
誌
に
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

「
池
田
文
書
」
に
含
ま
れ
る
池
田
多
仲
関
係
の
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
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一
の
『
備
忘
録
』
は
文
久
元
年
五
月
二
十
六
日
よ
り
筆
を
起
し
た
も
の

で
、
生
の
記
録
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日

付
の
前
後
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
必
ず
し
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
か
れ
た

も
の
と
は
い
い
が
た
い
し
、
緒
方
洪
庵
に
関
わ
る
部
分
に
は
、
在
来
い
わ
れ

て
い
る
事
実
と
の
間
に
棚
龍
が
あ
る
な
ど
、
か
な
り
の
吟
味
を
必
要
と
す
る

が
、
一
級
の
史
料
と
い
っ
て
よ
い
文
書
で
あ
る
。
最
後
の
日
付
は
慶
応
元
年

十
一
月
十
三
日
と
な
っ
て
い
る
。

も
の
が
あ
る
。

一
池
田
多
仲
『
備
忘
録
』

二
池
田
多
仲
宛
書
簡

ァ
伊
東
南
洋

イ
伊
東
玄
朴

ゥ
伊
東
朴
斎

エ
大
槻
俊
斎

オ
緒
方
洪
庵

力
桂
川
甫
周

キ
竹
内
玄
同

ク
林
洞
海

ヶ
箕
作
院
甫

．
箕
作
秋
坪

サ
大
坂
役
所
（
津
和
野
藩
）

三
池
田
多
仲
発
の
文
書

八
○
通

一
通

三
三
通

一
通

二
一
通
七
通

一
通

一
通

九
通
四
通

一
通

一
通
五
通

一
伊
東
玄
朴
の
門
人
と
な
る

江
戸
に
住
む
八
三
名
の
蘭
方
医
の
拠
金
に
よ
っ
て
、
安
政
五
年
五
月
に
お

玉
が
池
種
痘
所
は
発
足
し
た
。
こ
の
八
三
名
の
蘭
方
医
の
名
簿
を
見
る
と
、

伊
東
玄
朴
、
戸
塚
静
海
、
箕
作
院
甫
、
大
槻
俊
斎
な
ど
の
有
力
な
蘭
方
医
を

中
心
に
し
て
、
そ
の
師
弟
関
係
や
、
婚
姻
関
係
な
ど
の
人
脈
に
よ
っ
て
拠
金

者
が
選
ば
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
研
究
に
対
し
て
は
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
、
ト
ヨ
タ
財
団
、
内
藤
記

念
科
学
振
興
財
団
よ
り
研
究
費
の
交
付
を
受
け
た
．
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の

意
を
表
す
る
。

な
お
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
の
戦
火
の
中
を
、
身
を
挺
し
て
本
資
料

の
保
存
に
尽
力
さ
れ
た
池
田
家
の
方
々
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
池
田
允
彦
氏
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
援
助
に
深
く
感
謝
す
る
。

池
田
文
書
研
究
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

伊
東
隆
岩
崎
鐵
志
遠
藤
正
治
大
塚
恭
男
蔵
方
宏
昌

酒
井
シ
ヅ
酒
井
豊
佐
藤
昌
介
田
中
球
子
寺
崎
昌
男

中
野
實
中
山
茂
深
瀬
泰
旦
矢
部
一
郎
吉
田
忠

二
の
多
仲
宛
書
簡
は
八
○
通
を
数
え
る
が
、
発
信
人
は
い
ず
れ
も
名
だ
た

る
蘭
方
医
で
、
お
玉
が
池
種
痘
所
の
設
立
に
深
く
関
わ
っ
た
人
た
ち
で
あ

》
（
》
。

池
田
多
仲
に
つ
い
て

斎
藤
美
栄
子

中
城
民
夫
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さ
ら
に
こ
の
名
簿
に
は
伊
東
玄
朴
の
門
人
九
名
の
名
が
あ
り
、
池
田
多
仲

も
も
ち
ろ
ん
そ
の
名
が
見
え
る
。
種
痘
所
の
発
足
と
同
時
に
伊
東
玄
朴
は
、

門
人
で
あ
る
池
田
多
仲
を
留
守
役
と
定
め
て
種
痘
所
に
起
居
せ
し
め
た
。
多

く
の
門
人
の
中
か
ら
、
池
田
多
仲
が
留
守
役
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

彼
が
師
の
玄
朴
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

留
守
居
役
と
い
う
の
は
、
今
日
の
感
覚
で
律
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

で
、
た
だ
た
ん
な
る
留
守
居
番
で
は
な
く
、
頭
取
の
留
守
を
預
か
る
ま
さ
に

旧
陸
軍
の
週
番
将
校
の
よ
う
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
Ｏ

池
田
多
仲
は
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
二
月
十
三
日
に
、
津
和
野
藩
医
で

あ
る
池
用
淳
作
の
長
男
と
し
て
石
見
国
に
生
ま
れ
た
の
で
、
種
痘
所
が
開
設

さ
れ
た
安
政
五
年
は
多
仲
三
十
九
歳
に
あ
た
る
。
多
仲
は
は
じ
め
里
勢
と
結

婚
し
た
。
墓
碑
銘
に
よ
る
と
、
里
勢
は
嘉
永
五
年
正
月
十
五
日
に
二
十
五
歳

で
没
し
た
と
あ
る
。
後
妻
に
入
っ
た
の
は
薩
摩
藩
医
左
近
允
四
郎
左
衛
門
の

長
女
久
で
あ
る
。
久
は
十
九
歳
で
御
姫
様
づ
き
と
し
て
島
津
家
に
．
生
奉

公
」
に
あ
が
っ
た
が
、
姫
が
三
歳
と
い
う
若
さ
で
死
ん
だ
の
で
実
家
に
さ
が

り
、
二
十
一
歳
の
時
（
嘉
永
二
年
）
に
、
薩
摩
藩
奥
医
師
の
足
立
梅
栄
の
媒

酌
で
多
仲
と
結
婚
し
た
。

多
仲
は
十
九
歳
で
江
戸
に
出
て
、
の
ち
に
伊
東
玄
朴
の
門
人
に
な
っ
て
か

ら
、
名
を
玄
仲
と
あ
ら
た
め
た
。
久
子
が
多
仲
に
嫁
入
り
し
た
と
き
、
多
仲

は
日
本
橋
本
石
町
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
後
に
な
っ
て
神
田
三
河
町
に
移
り
、

三
河
町
で
安
政
の
大
地
震
に
あ
っ
て
い
る
。

二
種
痘
所
の
世
話
役
と
な
る

池
用
多
仲
の
経
歴
は
す
べ
て
種
痘
所
に
関
わ
っ
て
い
る
。

文
久
元
年
三
月
三
日
に
は
、
は
じ
め
て
種
痘
所
俗
事
取
扱
出
役
が
任
命
さ

れ
て
、
多
仲
は
世
話
役
に
就
任
し
た
。
伊
東
玄
朴
を
は
じ
め
戸
塚
静
海
、
竹

内
玄
洞
ら
が
教
授
職
に
つ
き
、
種
痘
所
は
た
だ
た
ん
に
種
痘
を
行
う
医
療
機

関
か
ら
、
教
授
、
解
剖
、
種
痘
の
三
科
を
も
つ
医
学
教
育
機
関
の
性
格
を
帯

び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
仲
は
五
月
二
十
六
日
に
種
痘
所
の
手
伝
い
に
取
り

立
て
ら
れ
、
五
人
扶
持
を
賜
っ
た
。
十
二
月
二
十
六
日
に
は
西
洋
医
学
所
手

伝
い
の
骨
折
り
に
よ
り
、
同
所
の
講
席
に
お
い
て
白
銀
五
枚
を
い
た
だ
い

た
。
文
久
二
年
閨
八
月
七
日
に
多
仲
は
西
洋
医
学
所
預
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
二

十
人
扶
持
に
加
増
さ
れ
た
。
閨
八
月
四
日
に
緒
方
洪
庵
が
頭
取
に
任
ぜ
ら
れ

た
人
事
に
と
も
な
っ
て
、
多
仲
は
昇
格
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
預
り
」
と

い
う
役
職
は
、
平
安
中
期
以
降
、
令
外
の
官
の
次
官
の
職
員
を
さ
す
呼
び
名

で
あ
り
、
は
じ
め
は
一
年
限
り
の
臨
時
の
官
職
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
常
設

の
職
と
な
っ
た
。
院
庁
、
侍
従
所
な
ど
に
お
か
れ
、
一
般
に
長
官
の
下
に
あ

る
官
職
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
部
門
担
当
者
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
れ

以
後
は
次
第
に
す
た
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
や
は
り
平
安
時
代
と
同
じ
よ

う
に
考
え
て
、
多
仲
は
西
洋
医
学
所
の
「
副
頭
取
」
に
準
ず
る
官
職
に
就
任

し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

文
久
三
年
八
月
二
十
六
日
に
多
仲
は
医
学
所
頭
取
助
手
伝
に
任
命
さ
れ

た
。
緒
方
洪
庵
は
そ
の
前
年
の
文
久
二
年
八
月
に
幕
府
か
ら
召
さ
れ
て
江
戸

に
下
り
、
奥
医
師
兼
西
洋
医
学
所
頭
取
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
西
洋
医
学
所
頭
取

に
就
任
し
た
の
は
閨
八
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
）
。
こ
の
年
四
月
に
初
代
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三
維
新
後
の
池
田
多
仲

慶
応
四
年
幕
府
の
瓦
解
と
と
も
に
医
学
所
頭
取
の
松
本
良
順
は
、
学
生
ら

を
つ
れ
て
会
津
方
面
に
脱
走
し
て
幕
府
軍
に
投
じ
た
の
で
、
林
洞
海
が
そ
の

後
任
と
し
て
頭
取
に
任
じ
ら
れ
た
。
六
月
九
日
新
政
府
は
医
学
所
を
引
き
渡

す
べ
き
旨
を
示
達
し
、
薩
摩
藩
の
前
田
杏
斎
が
医
学
所
に
乗
り
込
ん
で
引
き

渡
し
を
う
け
た
。
こ
の
時
池
田
多
仲
と
月
岡
勝
次
郎
の
他
は
、
林
洞
海
は
じ

め
全
職
員
が
解
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
八
月
に
な
っ
て
多
仲
は
医
学
所
を
出

て
、
下
谷
生
駒
前
の
借
宅
へ
引
き
移
っ
た
。
多
仲
は
安
政
五
年
お
玉
が
池
種

痘
所
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
留
守
居
役
と
し
て
種
痘
所
に
住
象
こ
ん
で
以

の
頭
取
大
槻
俊
斎
が
死
ん
だ
の
で
、
そ
の
後
を
つ
い
だ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
就
任
後
、
わ
ず
か
十
ヵ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
文
久
三
年
六
月
十
日
洪
庵

は
急
死
し
た
。
す
で
に
西
洋
医
学
所
頭
取
助
に
就
任
し
て
い
た
（
文
久
二
年

九
月
十
五
日
）
松
本
良
順
が
、
七
月
に
昇
進
し
て
医
学
所
頭
取
に
な
っ
た

（
文
久
三
年
二
月
二
十
五
日
西
洋
医
学
所
は
た
ん
に
医
学
所
と
呼
ぶ
よ
う
に

改
め
ら
れ
た
）
。

種
痘
所
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
多
仲
の
歩
ん
だ
道
を
ふ
り
か
え
っ
て
ぷ
る

と
、
教
授
職
に
つ
い
た
と
の
記
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
「
留
守
居
役
」

「
手
伝
」
「
預
り
」
な
ど
の
肩
書
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
教
学
面
で
は
な

く
、
運
営
面
あ
る
い
は
行
政
面
に
そ
の
力
を
発
揮
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
多
仲
の
医
師
と
し
て
の
学
殖
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら

で
は
な
く
、
運
営
上
の
手
腕
が
か
わ
れ
て
、
伊
東
玄
朴
の
筆
頭
の
弟
子
と
し

て
、
あ
る
い
は
右
腕
と
し
て
、
玄
朴
を
お
お
い
に
補
佐
す
る
必
要
か
ら
の
措

置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

来
、
他
所
に
移
転
す
る
こ
と
な
く
明
治
維
新
を
迎
え
、
慶
応
四
年
に
な
っ
て

は
じ
め
て
下
谷
生
駒
前
に
家
を
か
ま
え
た
こ
と
に
な
る
。

維
新
後
多
仲
は
、
明
治
元
年
十
月
十
日
に
鎮
府
将
に
召
し
出
さ
れ
た
記
録

が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
明
治
三
年
養

子
の
池
田
謙
斎
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
、
ヘ
ル
リ
ン
か
ら
両
親
や
妻
の
天
留
子

に
あ
て
た
書
簡
に
よ
っ
て
、
養
父
多
仲
の
就
職
の
た
め
謙
斎
が
奔
走
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
維
新
前
の
役
職
か
ら
考
え
て
、
大
学
東
校
あ
た
り

に
就
職
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
、
大
学
大
丞
の
岩
佐
純
に
頼
承
込
ん
で
い
た

が
、
結
果
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
謙
斎
は
留
学

先
の
ド
イ
ツ
か
ら
再
三
に
わ
た
っ
て
人
に
託
し
た
り
、
為
替
手
形
で
自
宅
に

送
金
し
て
、
留
守
宅
の
家
計
の
維
持
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

浪
人
生
活
で
無
珈
を
か
こ
っ
て
い
た
年
仲
は
、
明
治
五
年
に
入
っ
て
か
ら

足
の
痛
象
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
時
は
軽
快
し
た
模
様
で
あ
る
も

の
の
、
八
月
頃
か
ら
病
状
が
悪
化
し
て
病
床
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
明
治

五
年
八
月
十
七
日
に
死
亡
し
た
。
行
年
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
寛
厚
院
殿
義

山
良
忠
居
士
と
謡
さ
れ
、
は
じ
め
駒
込
の
大
林
寺
（
曹
洞
宗
）
に
埋
葬
さ
れ

た
が
、
後
谷
中
墓
地
に
改
葬
さ
れ
た
。

多
仲
の
妻
久
は
、
夫
と
三
人
の
娘
に
先
立
た
れ
な
が
ら
も
多
く
の
子
供
た

ち
を
立
派
に
育
て
、
昭
和
五
年
一
月
六
日
に
百
二
歳
の
天
寿
を
ま
っ
と
う
し

た
。
誠
厚
院
殿
延
室
貞
寿
大
姉
と
論
さ
れ
て
、
谷
中
墓
地
に
葬
ら
れ
て
い

ず
（
》
。

（
深
瀬
泰
旦
）
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池
田
文
書
の
研
究
（
一
）

第
二
一
八
号
文
書
伊
東
南
洋
書
状
池
田
多
仲
宛

第
二
○
六
号
文
書
伊
東
玄
朴
〔
遠
藤
〕

（
一
）
西
洋
嘗
学
所
預

池
田
多
仲

右
は
其
身
一
代
御
目
見
以
上
末
席
と
可
心
得
旨
被
仰
渡
候
一
一
付
、
年
始
五

節
句
月
次
御
礼
出
仕
為
仕
度
奉
願
候
、
右
願
之
通
被
仰
付
候
〈
、
何
レ
之

席
え
罷
出
御
礼
申
上
候
而
宜
御
座
候
哉
、
此
段
も
奉
伺
度
奉
願
候
、
以

（
端
裏
書
き
）多
仲
様
南
洋

内
用

（
一
）

一
寸
申
上
侯
、
私
塾
生
一
人
急
一
一
長
崎
え
出
行
い
た
し
候
二
付
、
急
ニ
レ

ー
ル
リ
ン
ク
壱
人
入
用
一
一
御
座
候
処
、
過
日
被
仰
聞
候
レ
ー
ル
〈
如
何
相

（
一
一
）

成
候
哉
、
宜
敷
人
物
御
座
侯
〈
、
何
卒
御
口
入
願
度
、
尤
セ
ー
ル
ア
ル
ム

に
て
も
困
り
申
候
、
可
也
口
始
末
位
〈
出
来
候
も
の
に
無
之
而
ハ
、
一
切
私

方
｜
一
て
構
候
而
〈
出
来
兼
、
尚
且
可
也
代
診
出
来
侯
人
物
望
一
一
御
座
侯
、

何
分
御
心
掛
奉
願
候
、
以
上

（
一
）

（
一
一
）

＊
〔

レ
ー
ル
リ
ソ
ク
・
・
・
Ｆ
の
命
昌
侭
弟
子
。

セ
ー
ル
ア
ル
ム
・
・
・
Ｎ
の
①
旬
胃
目
は
な
は
だ
粗
末
な
。

〕
は
判
読
、
翻
字
作
業
を
行
っ
た
会
員
名
を
示
す
。

＊〔
遠
藤
〕

第
二
○
二
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛

（
端
裏
書
き
）

多
仲
公

第
一
一
○
一
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

（
端
裏
書
き
）

三
河
町
新
道

池
田
多
仲
様
伊
東
玄
朴

急
用

（
一
）
（
一
一
）

明
廿
九
日
タ
セ
ッ
時
頃
方
七
軒
町
戸
田
様
御
屋
敷
一
一
而
三
人
種
痘
仕
候
約

束
一
一
御
座
候
、
右
二
付
御
多
用
中
恐
入
候
得
共
、
セ
ツ
時
頃
方
拙
宅
え
御

出
可
被
下
候
、
私
事
も
早
ク
帰
り
御
同
道
一
一
而
罷
出
度
候
、
何
卒
御
繰
合

無
相
違
御
出
被
下
候
様
偏
二
御
願
申
上
候
、
此
段
相
願
度
如
此
御
座
候
、

草
々
頓
首
七
月
廿
八
日

/~、つ
ど、_／

（
一
）
西
洋
医
学
所
…
お
玉
が
池
種
痘
所
が
西
洋
医
学
所
と
改
称
さ
れ
た
の
は
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
十
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
医
学
所
と
改
称

さ
れ
た
の
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

上

十
月

七
軒
町
…
現
在
の
台
東
区
元
浅
草
一
丁
目
。

た
だ
ゆ
き

戸
田
様
御
屋
敷
…
宇
都
宮
藩
主
戸
田
因
幡
守
忠
恕
の
上
屋
敷
。 伊

東
長
春
院

〔
遠
藤
〕

玄
朴
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第
二
○
四
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）
（
端
裏
書
き
）

種
痘
所池
田
多
仲
様
伊
東
玄
朴

種
痘
所
印
出
来
候
間
、
直
々
刻
師
一
一
申
付
為
摺
候
間
、
晩
方
持
参
候
半
ハ

御
請
取
置
可
被
下
候
以
上

五
月
十
二
日

第
二
○
七
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛

（
一
）
種
痘
所
…
安
政
五
年
五
月
に
創
立
さ
れ
た
お
玉
が
池
種
痘
所
。

第
二
○
五
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛

マ
マ
・

倉
橋
奥
様
痙
掌
痛
〈
大
二
宜
敷
下
利
も
御
間
遠
｝
一
相
成
大
慶
仕
候
、
併
し

子
宮
上
按
之
痛
ミ
脈
も
詰
数
一
一
有
之
井
子
宮
倣
衝
〈
未
餘
程
有
之
候
間
、

水
銀
笛
布
蒸
剤
等
ハ
御
油
断
無
之
様
可
被
成
下
候
、
巳
上
、

八
月
八
日

（
端
裏
書
き
）

池
田
多
仲
様
伊
東
長
春
院

急
ギ
ゞ

マ
マ

其
君
御
一
條
一
一
付
急
二
草
談
仕
度
義
有
之
候
間
、
今
朝
一
寸
御
出
可
被
下

候
、
以
上

六
月
十
六
日

〔
遠
藤
〕
第
二
○
九
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛

〔
遠
藤
〕

第
二
○
八
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

（
端
裏
書
き
）

池
田
多
仲
様
伊
東
玄
朴

（
一
）
高
村
隆
圓
老
今
日
は
御
子
息
御
入
門
一
一
付
御
父
子
様
先
方
へ
今
朝
倉
御
出

（
一
一
）

被
成
候
、
時
刻
宜
敷
候
〈
、
御
申
越
可
被
下
侯
、
入
門
之
節
は
玄
朴
俊
斎

〈
十
徳
一
一
候
哉
三
揃
二
候
哉
、
失
念
候
付
急
御
申
越
可
被
下
候
、
以
上

六
月
三
日

含′一、

一つ
（
端
裏
書
き
）

池
田
多
仲
様
伊
東
長
春
院

（
一
）
（
一
一
）

昨
日
は
雨
中
而
御
用
多
之
処
難
有
奉
存
候
、
樋
口
卜
北
角
え
ば
今
日
平
服

一
一
而
昨
日
之
名
代
手
札
御
持
参
御
出
可
被
下
候
、
此
段
無
御
失
念
奉
願

候
、
以
上
七
月
廿
一
日

（
一
）
高
村
隆
圓
・
・
・
「
大
病
院
の
『
日
記
』
」
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
昭
和
十
八
年

所
収
、
明
治
初
年
医
史
料
）
の
七
月
廿
七
日
（
四
八
頁
）
、
八
月
八
日
（
五

一
頁
）
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
二
）
俊
斎
…
大
槻
俊
斎
。

樋
口
・
・
・
樋
口
喜
左
衛
門
。

北
角
…
北
角
十
郎
兵
術
。
医
学
所
俗
事
役
。
医
学
所
の
い
わ
め
る
事
務
官
で

医
学
所
を
所
轄
す
る
若
年
寄
か
ら
の
示
達
、
提
出
書
類
な
ど
を
司
っ
て
い
る

様
子
は
緒
方
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
に
見
え
る
。

〔
遠
藤
〕

、10
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第
二
二
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

池
田
玄
仲
様
伊
東
長
春
院

（
一
）

私
門
人
杉
田
泰
順
差
上
申
候
間
種
痘
免
状
御
遣
被
下
度
奉
願
上
候
、
且
新

痘
種
出
来
次
第
奉
願
候
、
此
段
急
度
御
取
計
可
被
下
候
、
不
一

正
月
晦
日

（
一
一
）

尚
々
今
朝
渡
辺
栄
仙
罷
出
可
申
哉
御
尋
申
上
候
、
以
上

（
ご
杉
田
泰
順
・
・
武
州
鎌
形
の
出
身
。
元
治
二
年
四
月
十
三
日
に
伊
東
玄
朴
の
象

第
二
一
○
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

（
端
裏
書
き
）

池
田
多
仲
様
伊
東
長
春
院

今
日
は
當
番
一
一
而
何
分
一
一
も
本
庄
迄
廻
り
候
而
は
不
都
合
｝
一
相
成
恐
入

候
得
共
御
断
申
上
候
、
尤
明
日
二
候
得
は
罷
出
不
申
候
得
共
御
大
病
之
事

故
如
何
、
明
朝
之
宅
状
二
御
申
遣
可
被
下
候
、
遠
藤
若
奥
方
手
足
之
方
今

（
一
）

朝
迄
も
発
シ
不
申
候
趣
、
甚
気
掛
リ
ニ
御
座
候
間
何
卒
今
日
御
見
舞
可
被

下
候
、
私
も
明
日
は
早
目
一
一
退
出
し
罷
出
可
申
候
、
此
段
左
右
迄
如
此
御

座
候
、
頓
首

七
月
五
日

（
端
裏
書
き
）

池
田
多
仲
様
伊
東
長
春
院

今
夜
急
一
一
用
事
有
之
候
間
、
鳥
渡
御
出
可
被
下
候
、
以
上

（
一
）
御
見
舞
…
往
診
の
こ
と
。

八
月
廿
五
日
夜

第
一
二
三
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

（
端
裏
書
き
）

従
御
城

池
田
多
仲
様
伊
東
長
春
院

私
儀
煉
屏
小
路
一
条
一
一
而
廿
六
日
一
日
之
非
番
と
萬
事
取
極
度
候
間
、
何

（
一
）

分
會
席
え
出
席
出
来
兼
候
間
、
拙
者
之
口
上
ヲ
以
貫
斎
え
御
申
遣
シ
被
下

処
方
会
一
一
出
し
候
程
書
モ
御
廻
シ
可
被
下
候
、
御
作
事
方
β
一
両
日
中
見

廻
り
一
一
参
候
趣
｝
一
付
、
掃
除
其
外
行
届
候
様
儀
事
役
中
え
御
申
達
可
被
下

（
一
一
）

候
、
玄
俊
え
も
御
申
通
じ
可
被
成
下
候
、
以
上

四
月
廿
四
日

（
一
二
）

尚
以
明
晩
拙
宅
え
烏
渡
御
出
可
被
下
候
、
第
一
洞
海
方
へ
御
達
可
被
成
下

（
四
）

候
、
月
岡
氏
一
一
も
明
晩
罷
出
候
様
御
申
通
可
被
下
候
、
以
上

第
二
一
二
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

池
田
多
仲
公
伊
東
長
春
院

マ
マ

脱
疸
病
人
手
術
相
脱
り
候
ハ
、
御
通
達
可
被
成
候
、
宅
え
差
扣
相
待
居
申

候
、
以
上
二
月
四
日

先
堂
に
入
塾
。
門
人
姓
名
簿
に
は
「
泰
純
」
と
あ
る
。

（
二
）
渡
辺
栄
仙
…
お
玉
が
池
種
痘
所
設
立
に
あ
た
っ
て
拠
金
し
た
八
三
名
の
蘭
方

医
の
一
人
。
明
治
元
年
明
治
新
政
府
の
病
院
医
師
と
し
て
勤
務
す
る
。

（
こ
箇
斎
…
伊
東
貫
斎
。
旧
姓
織
田
氏
。
武
蔵
国
多
摩
郡
府
中
の
出
身
。
嘉
永
六

年
、
伊
東
玄
朴
の
長
女
ま
ち
と
結
婚
し
て
玄
朴
の
養
子
と
な
る
。
奥
医
師
。

維
新
後
大
典
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
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一
弟
二
一
六

口
上

第
二
一
四
号
文
書
伊
東
玄
朴
書
状
池
田
多
仲
宛
〔
遠
藤
〕

（
端
裏
書
き
）多
仲
様
玄
朴

（
一
）
阿
州
藩
井
上
伸
庵
と
申
五
十
餘
才
之
大
書
今
日
種
痘
所
え
入
門
為
仕
度
、（一
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君
公
方
之
命
一
一
御
座
候
、
諸
君
御
出
席
之
上
早
々
御
知
セ
可
被
下
候
、
玄

伯
同
道
為
致
申
候
、
玄
伯
迄
御
通
達
可
被
下
候
、
拙
宅
へ
参
り
相
待
居
申

七
月
十
四
日

多
仲
様

別
紙
三
人
江
御
届
ヶ
今
日
ま
で
御
一

十
六
日
一
一
出
罷
申
渡
申
侯
、
以
上

君
公
方
之
命
一
一
御
座
候
、
諸
君
痴

伯
同
道
為
致
申
候
、
玄
伯
迄
御
匡

侯
、
此
段
無
間
違
御
願
申
上
候
、

五
月
十
六
日

（
一
）

（
一
一
）
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六
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朴
書
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仲
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玄
伯
…
伊
東
玄
伯
。
の
ち
に
方
成
と
あ
ら
た
む
。
旧
姓
鈴
木
氏
。
相
模
国
高

座
郡
上
溝
村
の
出
身
。
伊
東
玄
朴
の
次
女
は
る
と
結
婚
し
玄
朴
の
養
子
と
な

る
。
オ
ラ
ン
ダ
留
学
後
、
大
学
中
博
士
。
再
び
ド
イ
ツ
に
留
学
。
そ
の
後
侍

医
兼
宮
中
顧
問
官
と
な
る
。

阿
州
藩
・
・
・
阿
波
国
徳
島
藩
。

玄
伯
…
伊
東
玄
伯
。
の
ち
』

座
郡
上
溝
村
の
出
身
。
伊
奉

玄
俊
…
大
槻
玄
俊
。
大
槻
俊
斎
の
子
。

洞
海
…
林
洞
海
。
豊
前
小
倉
藩
医
。
の
ち
幕
府
の
侍
医
と
な
る
。

月
岡
…
月
岡
勝
二
郎
。
慶
応
四
年
六
月
明
治
新
政
府
に
召
出
さ
れ
医
学
所
附

属
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
た
。
以
後
俗
事
役
と
し
て
維
新
の
混
乱
の
中
を
大
病

院
の
経
営
に
参
画
し
た
。

州
払
‘
エ同

江
御
廻
状
御
廻
シ
可
成
候
、
明
後

〔
酒
井
豊
〕

玄
朴
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